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【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｂ 6 / 0 0 ３ ５ ０ Ｍ 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｂ 6 / 0 0 ３ ２ ０ Ｚ 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｂ 6 / 0 0 ３ ６ ０ Ｂ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 月 2 5 日 ( 2 0 2 2 . 1 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 の Ｘ 線 画 像 を 撮 影 す る Ｘ 線 撮 影 方 法 で あ っ て 、
前 記 被 検 体 に 第 １ の 線 量 で Ｘ 線 を 照 射 し 、 前 記 被 検 体 の 第 １ Ｘ 線 画 像 を 撮 影 す る ス テ ッ プ  
と 、
前 記 被 検 体 に 前 記 第 １ の 線 量 よ り も 小 さ い 第 ２ の 線 量 で Ｘ 線 を 照 射 し 、 前 記 被 検 体 の 第 ２  
Ｘ 線 画 像 を 撮 影 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 第 ２ Ｘ 線 画 像 を 、 機 械 学 習 に よ り Ｘ 線 画 像 の 画 質 を 向 上 さ せ る よ う に 学 習 さ れ た 学 習  
済 モ デ ル に 入 力 し て 、 前 記 第 ２ Ｘ 線 画 像 を 修 正 す る ス テ ッ プ と を 含 む 、 Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 学 習 済 モ デ ル は 、 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト を 用 い た 学 習 処 理 に よ り 生 成 さ れ 、
前 記 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト は 、 前 記 機 械 学 習 の 入 力 と し て 与 え ら れ る 画 像 に 対 し て 、 前 記 機  
械 学 習 の 出 力 と し て 与 え ら れ る 前 記 画 像 よ り も 画 質 の 高 い 画 像 を ラ ベ ル 付 け し た 学 習 用 デ  
ー タ を 複 数 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ Ｘ 線 画 像 を 撮 影 す る ス テ ッ プ を 予 め 定 め ら れ た 所 定 回 数 実 行 し た 後 、 前 記 第 ２ Ｘ  
線 画 像 を 撮 影 す る ス テ ッ プ を 実 行 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
撮 影 し た Ｘ 線 画 像 を 表 示 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 み 、
前 記 表 示 す る ス テ ッ プ で は 、 前 記 第 １ Ｘ 線 画 像 お よ び 前 記 修 正 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 を そ れ ぞ  
れ 異 な る 時 刻 に 表 示 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ Ｘ 線 画 像 と 前 記 修 正 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 と を 積 算 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求  
項 １ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 積 算 す る ス テ ッ プ で は 、 前 記 第 １ Ｘ 線 画 像 と 前 記 修 正 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 と を 互 い に 位  
置 合 わ せ す る ス テ ッ プ を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
被 検 体 に Ｘ 線 を 照 射 し て 前 記 被 検 体 の Ｘ 線 画 像 を 順 次 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ た 撮 影 装 置  
と 、
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前 記 Ｘ 線 画 像 を 処 理 す る 画 像 処 理 装 置 と を 備 え 、
前 記 撮 影 装 置 は 、 前 記 被 検 体 に 第 １ の 線 量 で Ｘ 線 を 照 射 し 、 前 記 被 検 体 の 第 １ Ｘ 線 画 像 を  
撮 影 す る 処 理 と 、 前 記 被 検 体 に 前 記 第 １ の 線 量 よ り も 小 さ い 第 ２ の 線 量 で Ｘ 線 を 照 射 し 、  
前 記 被 検 体 の 第 ２ Ｘ 線 画 像 を 撮 影 す る 処 理 と を 実 行 可 能 に 構 成 さ れ 、
前 記 画 像 処 理 装 置 は 、 前 記 第 ２ Ｘ 線 画 像 を 、 機 械 学 習 に よ り Ｘ 線 画 像 の 画 質 を 向 上 さ せ る  
よ う に 学 習 さ れ た 学 習 済 モ デ ル に 入 力 し て 、 前 記 第 ２ Ｘ 線 画 像 を 修 正 す る よ う に 構 成 さ れ  
る 、 Ｘ 線 撮 影 シ ス テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 被 検 体 の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る た め に Ｘ 線 を 照 射 す る 時 間 間 隔 を 広 げ る と  
、 フ レ ー ム レ ー ト が 低 下 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 フ レ ー ム の 間 隔 が 大 き く な る た め 、  
フ レ ー ム 間 の 情 報 が 欠 落 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 被 検 体 の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る  
た め に Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ る と 、 Ｘ 線 画 像 の 画 質 が 低 下 し 、 Ｘ 線 画 像 が 不 鮮 明 な も の に  
な っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 Ｘ 線 画 像 の 撮 影 に よ る 被 検 体 の 被 ば く 量 を 低 減 さ  
せ る こ と と 、 Ｘ 線 画 像 の 画 質 を 向 上 さ せ る こ と と は 背 反 の 関 係 に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
＜ Ｘ 線 動 画 の 撮 影 ＞
上 記 の よ う な 冠 動 脈 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン 治 療 に お い て は 、 ス テ ン ト ３ １ の 位 置 等 を 正 確 に  
把 握 す る こ と が 必 要 と な る た め 、 Ｘ 線 画 像 に は 、 高 い 画 質 が 求 め ら れ る 。 Ｘ 線 画 像 （ 動 画  
） を 撮 影 す る に あ た り 、 高 い 画 質 （ 動 画 質 ） を 得 る た め に は 、 短 い 時 間 間 隔 、 か つ 、 高 い  
線 量 で 断 続 的 に Ｘ 線 を 照 射 し て Ｘ 線 画 像 を 生 成 す る こ と が 望 ま し い 。 Ｘ 線 の 線 量 が 大 き い  
ほ ど 、 生 成 さ れ る Ｘ 線 画 像 （ す な わ ち Ｘ 線 動 画 ） の 画 質 が 高 く 、 Ｘ 線 を 照 射 す る 時 間 間 隔  
が 小 さ い ほ ど 、 実 際 の 動 作 に 追 随 し た 動 画 を 撮 影 す る こ と が 可 能 と な る た め で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ の 一 方 で 、 Ｘ 線 動 画 の 撮 影 に よ る 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と が 望 ま れ て い  
る 。 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る た め に Ｘ 線 を 照 射 す る 時 間 間 隔 を 大 き く す る と 、  
フ レ ー ム レ ー ト が 低 下 し 、 フ レ ー ム の 間 隔 が 大 き く な る た め 、 フ レ ー ム 間 の 情 報 が 欠 落 し  
て し ま う 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る た め に Ｘ 線 の 線 量 を 低  
下 さ せ る と 、 個 々 の Ｘ 線 画 像 の 画 質 が 低 下 し 、 Ｘ 線 画 像 が 不 鮮 明 な も の に な っ て し ま う 可  
能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 Ｘ 線 動 画 の 撮 影 に よ る 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と と  
、 Ｘ 線 動 画 の 動 画 質 を 向 上 さ せ る こ と と は 背 反 の 関 係 に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ３ ３ 】
そ こ で 、 実 施 の 形 態 １ で は 、 被 検 体 ５ ０ に Ｘ 線 を 所 定 の 時 間 間 隔 で 照 射 し て Ｘ 線 画 像 を 生  
成 す る Ｘ 線 撮 影 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て 、 １ 回 お き に 被 検 体 ５ ０ に 照 射 す る Ｘ 線 の 線 量 を  
低 下 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 Ｘ 線 動 画 の 撮 影 に よ る 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ  
と が で き る 。 Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ て 生 成 さ れ た Ｘ 線 画 像 は 、 Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ ず に  
生 成 さ れ た Ｘ 線 画 像 よ り も 画 質 が 低 下 す る が 、 こ の 対 策 と し て 、 Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ て  
生 成 さ れ た Ｘ 線 画 像 の 画 質 を 向 上 さ せ る 処 理 を さ ら に 実 行 す る 。 こ れ に よ っ て 、 １ 回 お き  
に 被 検 体 ５ ０ に 照 射 す る Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ た と し て も 、 Ｘ 線 動 画 の 動 画 質 が 低 下 す る  
こ と を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
た だ し 、 Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ て 生 成 さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ は 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ よ り  
も 画 質 が 低 い も の と な っ て い る 。 一 例 を 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す 。 図 ４ は 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２  
８ の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ は 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 一 例 を 説 明 す る た め の  
図 で あ る 。 図 ４ お よ び 図 ５ に は 、 冠 動 脈 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン 治 療 に お い て 生 成 さ れ た Ｘ 線  
画 像 が 示 さ れ て い る 。 図 ４ お よ び 図 ５ を 比 較 し て 認 識 し 得 る よ う に 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ よ  
り も 小 さ い Ｘ 線 の 線 量 で 生 成 さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ は 、 Ｘ 線 の 線 量 が 小 さ い た め 、 第 １  
Ｘ 線 画 像 ２ ８ よ り も 画 質 が 低 く な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
そ こ で 、 Ｘ 線 動 画 に 画 質 が 異 な る Ｘ 線 画 像 が 混 在 す る こ と を 回 避 す る た め に 、 画 像 処 理 部  
２ ３ は 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 画 質 を 向 上 さ せ る よ う に 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を 修 正 す る 画 像  
処 理 を 行 な う 。 具 体 的 に は 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 第 ２ 処 理 で 生 成 さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９  
の 画 質 を 、 機 械 学 習 に よ り 学 習 さ れ た 学 習 済 モ デ ル を 用 い て 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ の 画 質 と  
同 程 度 の 画 質 に 向 上 さ せ る 第 ３ 処 理 を 実 行 す る 。 な お 、 第 ３ 処 理 に よ っ て 画 質 が 向 上 さ れ  
た Ｘ 線 画 像 （ 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ ） は 、 本 来 の Ｘ 線 画 像 （ 第 ２ 処 理 の 実 行 に 代 え て 第 １ 処  
理 を 実 行 し た 場 合 に 生 成 さ れ る 第 １ Ｘ 線 画 像 ） と 完 全 に 同 一 で あ る と は 限 ら な い 。 実 施 の  
形 態 １ に お い て は 、 深 層 学 習 に よ り 学 習 さ れ た 学 習 済 モ デ ル が 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
学 習 済 モ デ ル は 、 た と え ば 、 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト を 用 い て 、 学 習 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 し て  
生 成 さ れ る 。 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト は 、 た と え ば 、 入 力 と し て 与 え ら れ る 低 画 質 画 像 に 対 し  
て 、 出 力 と し て 与 え ら れ る 高 画 質 画 像 を ラ ベ ル 付 け し た 学 習 用 デ ー タ を 複 数 含 む も の で あ  
る 。 学 習 用 デ ー タ は 、 た と え ば 、 高 画 質 画 像 を 低 画 質 化 さ せ る こ と に よ っ て 用 意 す る こ と  
が で き る 。 上 記 の よ う な 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト を 用 い て 学 習 さ れ た 学 習 済 モ デ ル は 、 入 力 さ  
れ た 画 像 を 高 画 質 化 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
第 ３ 処 理 に よ り 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 画 質 を 向 上 さ せ れ ば 、 所 定 の 時 間 間 隔 毎 に 第 １ 処 理 と  
第 ２ 処 理 と を 交 互 に 実 行 し た と し て も 、 所 定 の 時 間 間 隔 で 第 １ 処 理 が 実 行 さ れ る 場 合 と 同  
程 度 の Ｘ 線 動 画 を 撮 影 す る こ と が で き る 。 な お 、 所 定 の 時 間 間 隔 毎 に 第 １ 処 理 と 第 ２ 処 理  
と が 交 互 に 実 行 さ れ る こ と は 一 例 で あ り 、 第 １ 処 理 と 第 ２ 処 理 と が 実 行 さ れ る 比 率 は 、 実  
施 の 形 態 １ に 係 る Ｘ 線 撮 影 シ ス テ ム １ ０ ０ が 用 い ら れ る 治 療 あ る い は 検 査 等 の 内 容 に 応 じ  
て 適 切 に 設 定 す れ ば よ い 。 所 定 の 時 間 間 隔 で 実 行 さ れ る 第 １ 処 理 の 一 部 を 第 ２ 処 理 に 変 更  
す る と と も に 、 第 ３ 処 理 を 実 行 す る よ う に す れ ば 、 Ｘ 線 動 画 の 動 画 質 の 低 下 を 抑 制 し つ つ  
、 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
次 い で 、 Ｓ １ １ に お い て 、 画 像 処 理 装 置 ２ ０ は 、 第 ３ 処 理 を 実 行 し て 、 Ｓ ９ に お い て 生 成  
し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 画 質 を 向 上 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 Ｓ ９ に お い  
て 画 像 生 成 部 ２ ２ が 生 成 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を 学 習 済 モ デ ル に 入 力 し 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２  
９ を 高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ を 生 成 す る 。 そ し て 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 高 画 質 化  
し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ を 撮 影 装 置 １ ０ に 出 力 す る 。 な お 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 高 画 質 化  
し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ を 撮 影 装 置 １ ０ に 出 力 す る と と も に 、 記 憶 部 ２ ５ に 記 憶 し て も よ  
い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
以 上 の よ う に 、 実 施 の 形 態 １ で は 、 被 検 体 ５ ０ に Ｘ 線 を 所 定 の 時 間 間 隔 で 照 射 し て Ｘ 線 画  
像 を 生 成 す る Ｘ 線 撮 影 シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て 、 １ 回 お き に 被 検 体 ５ ０ に 照 射 す る Ｘ 線 の  
線 量 を 低 下 さ せ る 。 す な わ ち 、 所 定 の 時 間 間 隔 毎 に 第 １ 処 理 と 第 ２ 処 理 と を 交 互 に 実 行 す  
る 。 Ｘ 線 の 線 量 を 低 下 さ せ て 生 成 さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ は 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ よ り も 画  
質 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 第 ３ 処 理 を 実 行 し て 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 画 質 を 向 上 さ せ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
上 記 の よ う に 、 所 定 の 時 間 間 隔 毎 に 第 １ 処 理 と 第 ２ 処 理 と を 交 互 に 実 行 す る こ と に よ っ て  
、 所 定 の 時 間 間 隔 で 第 １ 処 理 を 実 行 す る 場 合 と 比 べ て 、 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ  
る こ と が で き る 。 第 ２ 処 理 に よ っ て 生 成 さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ は 、 第 １ 処 理 に よ っ て 生  
成 さ れ た 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ よ り も 画 質 が 低 下 す る が 、 第 ３ 処 理 に よ っ て 、 第 １ Ｘ 線 画 像 ２  
８ の 画 質 と 同 程 度 の 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ に 高 画 質 化 さ れ る 。 ゆ え に 、 所 定 の 時 間 間 隔 毎 に  
第 １ 処 理 と 第 ２ 処 理 と を 交 互 に 実 行 し た と し て も 、 所 定 の 時 間 間 隔 で 第 １ 処 理 が 実 行 さ れ  
る 場 合 と 同 程 度 の 動 画 質 の Ｘ 線 動 画 を 撮 影 す る こ と が 可 能 と な る 。 つ ま り 、 実 施 の 形 態 １  
に 係 る Ｘ 線 撮 影 シ ス テ ム １ ０ ０ に よ れ ば 、 Ｘ 線 動 画 の 動 画 質 の 低 下 を 抑 制 し つ つ 、 被 検 体  
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５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
［ 変 形 例 １ ］
実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 画 像 処 理 装 置 ２ ０ は 、 生 成 し た Ｘ 線 画 像 （ 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ ，  
第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ ） を 撮 影 装 置 １ ０ に 順 次 出 力 し た 。 そ し て 、 撮 影 装 置 １ ０ は 、 取 得 し  
た Ｘ 線 画 像 を 表 示 部 ７ に 順 次 表 示 し た 。 す な わ ち 、 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 所 定 の 時 間  
間 隔 毎 に 生 成 さ れ た Ｘ 線 画 像 が リ ア ル タ イ ム に 表 示 さ れ た 。 Ｘ 線 画 像 を リ ア ル タ イ ム に 表  
示 さ せ る た め 、 画 像 処 理 装 置 ２ ０ は 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を 生 成 す る 毎 に 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９  
を 高 画 質 化 し た 。 し か し な が ら 、 Ｘ 線 画 像 の リ ア ル タ イ ム で の 表 示 を 必 要 と し な い 場 合 に  
は 、 Ｘ 線 撮 影 が 終 了 し た 後 に 、 記 憶 し て お い た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を ま と め て 高 画 質 化 し て  
も よ い 。 変 形 例 １ に お い て は 、 Ｘ 線 撮 影 が 終 了 し た 後 に 、 記 憶 し て お い た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２  
９ を ま と め て 高 画 質 化 す る 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
Ｓ ２ ６ に お い て 、 画 像 処 理 装 置 ２ ０ は 、 第 ３ 処 理 を 実 行 し て 、 記 憶 部 ２ ５ に 記 憶 さ れ た 第  
２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ の 画 質 を 向 上 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 記 憶 部 ２ ５ に 記 憶  
さ れ た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を 学 習 済 モ デ ル に 入 力 し 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を 高 画 質 化 し た 第 ２  
Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ を 生 成 す る 。 そ し て 、 画 像 処 理 部 ２ ３ は 、 記 憶 部 ２ ５ に 記 憶 さ れ た 第 ２ Ｘ  
線 画 像 ２ ９ を 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ に 更 新 す る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
以 上 の よ う に 、 Ｘ 線 撮 影 が 終 了 し た 後 に 第 ３ 処 理 を 実 行 し て 、 複 数 の 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ を  
ま と め て 高 画 質 化 す る よ う に し て も 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に Ｘ 線 動 画 の 動 画 質 の 低 下 を 抑  
制 し つ つ 、 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
そ し て 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 、 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ に 対 し て は 、 第 ３ 処 理 を 実 行 し て 第 １  
Ｘ 線 画 像 ２ ８ の 画 質 と 同 程 度 の 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ に 高 画 質 化 さ せ る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ８ ０ 】
［ 変 形 例 ３ ］
実 施 の 形 態 １ お よ び 変 形 例 １ に お い て は 、 高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ が 、 Ｘ 線 動 画  
に お け る １ つ の Ｘ 線 画 像 と し て 用 い ら れ る 例 に つ い て 説 明 し た 。 す な わ ち 、 高 画 質 化 し た  
第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ は 、 Ｘ 線 動 画 の １ コ マ と し て 用 い ら れ た 。 高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像  
２ ９ Ａ は 、 他 の 用 途 に 用 い ら れ て も よ い 。 変 形 例 ３ に お い て は 、 高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画  
像 ２ ９ Ａ が 、 Ｘ 線 画 像 に お け る ス テ ン ト ３ １ の 視 認 性 を 向 上 さ せ る た め の 重 畳 画 像 の 作 成  
に 用 い ら れ る 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
ス テ ン ト ３ １ は 、 被 検 体 ５ ０ の 体 組 織 お よ び 血 管 と の Ｘ 線 透 過 率 の 差 が 小 さ い 。 そ の た め  
、 Ｘ 線 画 像 に お い て 、 ス テ ン ト ３ １ の 視 認 性 が 低 く な っ て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、  
マ ー カ ３ ４ ， ３ ５ の 位 置 に 基 づ い て 、 位 置 合 わ せ を 行 な っ た 上 で 複 数 の Ｘ 線 画 像 を 重 ね 合  
わ せ る （ 積 算 す る ） こ と に よ り 、 重 畳 画 像 を 作 成 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 画 像 処  
理 部 ２ ３ は 、 画 像 生 成 部 ２ ２ が 生 成 し た 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ の う ち か ら 、 所 定 の タ イ ミ ン グ  
で 基 準 と な る Ｘ 線 画 像 （ 以 下 「 基 準 画 像 」 と も 称 す る ） を 選 択 す る 。 そ し て 、 画 像 処 理 部  
２ ３ は 、 基 準 画 像 以 外 の フ レ ー ム の 第 １ Ｘ 線 画 像 ２ ８ お よ び 高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２  
９ Ａ を 、 位 置 合 わ せ を 行 な っ た 上 で 基 準 画 像 に 重 ね 合 わ せ る 。 重 畳 画 像 が 作 成 さ れ 、 表 示  
部 ７ に 表 示 さ れ る こ と に よ っ て 、 ス テ ン ト ３ １ の 視 認 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
高 画 質 化 し た 第 ２ Ｘ 線 画 像 ２ ９ Ａ は 、 上 記 の よ う な 重 畳 画 像 の 作 成 に 用 い る こ と も 可 能 で  
あ る 。 こ の 場 合 に お い て も 、 被 検 体 ５ ０ の 被 ば く 量 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ９ 】
（ 第 ２ 項 ） 第 １ 項 に 記 載 の Ｘ 線 撮 影 方 法 に お い て 、 学 習 済 モ デ ル は 、 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト  
を 用 い た 学 習 処 理 に よ り 生 成 さ れ る 。 学 習 用 デ ー タ セ ッ ト は 、 機 械 学 習 の 入 力 と し て 与 え  
ら れ る 画 像 に 対 し て 、 機 械 学 習 の 出 力 と し て 与 え ら れ る 上 記 画 像 よ り も 画 質 の 高 い 画 像 を  
ラ ベ ル 付 け し た 学 習 用 デ ー タ を 複 数 含 む 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ７ 】
１   Ｘ 線 照 射 部 、 ２   Ｘ 線 検 出 部 、 ３   撮 影 テ ー ブ ル 、 ４   移 動 機 構 、 ５   駆 動 部 、 ６   
制 御 部 、 ７   表 示 部 、 ８   操 作 部 、 ９ ， ２ ５   記 憶 部 、 １ ０   撮 影 装 置 、 ２ ０ ， ２ １ ０ ，  
２ ２ ０   画 像 処 理 装 置 、 ２ １   プ ロ セ ッ サ 、 ２ ２   画 像 生 成 部 、 ２ ３ ， ２ ３ １ ， ２ ３ ２   
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画 像 処 理 部 、 ２ ７   画 像 デ ー タ 、 ２ ８ ， ２ ８ Ｃ ， ２ ８ Ｄ   第 １ Ｘ 線 画 像 、 ２ ８ Ａ   第 ３ Ｘ  
線 画 像 、 ２ ８ Ｂ   第 ４ Ｘ 線 画 像 、 ２ ９   第 ２ Ｘ 線 画 像 、 ２ ９ Ａ   第 ２ Ｘ 線 画 像 （ 高 画 質 化  
） 、 ３ １   ス テ ン ト 、 ３ ２   ガ イ ド ワ イ ヤ 、 ３ ３   カ テ ー テ ル 、 ３ ４ ， ３ ５   マ ー カ 、 ５  
０   被 検 体 、 ６ ０   中 間 画 像 、 ７ ０   予 測 画 像 、 １ ０ ０ ， １ ０ １ ， １ ０ ２   Ｘ 線 撮 影 シ ス  
テ ム 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ６ 】

【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ７ 】

【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ９ 】
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